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Ⅰ－11 連続送り状発行 
 

 

連続送り状発行の役割 

連続送り状発行とは、連続納品書発行処理で伝票発行済の得意先のみを、伝票の 

出荷日毎、送り状タイプ別に指定して連続して送り状を発行する処理である。 

 

 

 

連続送り状発行画面説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

送り状タイプ 

日付・自社名・伝票 No 

印刷指定 

作業日付指定 

印刷日指定 

 

 

 

 

 

 

処理機能について 

 

作業日付は、本処

理を実行している

日付が初期表示さ

れる。指定した作

業日付の発行済

伝票が送り状出力

対象になります。 

 

 

 

 

印刷個口・部数 

 

例：1 得意先に対

する荷物の個数が

2 個の場合、 

個口を“2”とする。

印刷部数を“2”とし

た場合 

2×2＝4 で 4 枚の

送り状が発行され

ます。 

 

 

 

送り状タイプ 

得意先マスターの

送状種別で指定し

ます。 

 

出庫元指定 
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操作方法 

１. 出庫元の選択 

 出庫元を選択します。 

 ▼を押して一覧を表示し選択します。 

２. 作業日付入力 

 当日の日付を表示(初期表示)。変更後は変更した日付を表示します。 

 2018 年 5 月 1 日の場合 18 05 01 または 2018 05 01 と入力します。 

 また、「作業日付」の文字をクリックすることで、 

 カレンダーが表示されて日付を選択できます。 

 カレンダーは右上の×ボタンで閉じることが可能です。 

３.  

 当日の前出荷分を送り状のタイプを指定したい場合はチェックを外します。 

４. 送り状タイプ選択 

 送り状のタイプを設定できます。 

 「送り状タイプの限定をしない」を選択すると当日出荷分の全納入先を表示します。 

  Enter キーを押すと対象となる明細が表示されます。 

※：以下の操作は明細表示後の操作となります。 

５. 日付印字の有無を選択 

６. 自社名印字の有無を選択 

７. 伝票 No.印字の有無を選択 

８. 印刷日付を入力（日付印字を有に指定した場合のみ） 

 当日の日付を表示(初期表示)。変更後は変更した日付を表示します。 

 2018 年 5 月 1 日の場合 18 05 01 または 2018 05 01 と入力します。 

 また、「印刷日付」の文字をクリックすることで、 

 カレンダーが表示されて日付を選択できます。 

 カレンダーは右上の×ボタンで閉じることが可能です。 

９. 印刷個口 

 個口数を入力します。 初期表示は１です。 

１０.印刷部数 

 印刷部数を入力します。初期表示は１です。 

 印刷させない場合は、印刷部数を「0」と入力します。 

１１.印刷ボタン 

 送り状を印刷します。 

１２.発行終了画面OK をクリックするか、そのまま  Enter キーを押します。 

１３.終了する場合 

終了ボタンで配分出荷入力処理メニュー画面へ戻ります。 

 

 


